
ロボット分野

現状・背景 研究（実用化）開発のポイント・先進性

浜通り地域への
経済波及効果（見込み） これまでに得られた成果 開発者からの浜通り復興に

向けたメッセージ

研究（実用化）開発の目標

　日本郵便は、地域に寄り添う企業
として事業を行っております。震災
後、福島県は産業復興・雇用回復に
取り組まれており、日本郵便として
も少しでもお力になれるようにご協
力させていただいております。

　無人機による配送高度化の検証を浜通り地区で実
施いたしました。実施に際し、福島県浜通り地区、特
に南相馬市、浪江町にお住いの方には、ドローンや
配送ロボットの実証実験で大変お世話になりました。
おかげさまで、有益な成果を出すことが出来ました。
　近い将来、ドローンや配送ロボットが配送する社
会が来ると思います。その安心・安全なモデルをこ
の浜通り地区で構築し、全国へ広げていきたいと考
えております。

日本郵便株式会社
課長
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■ 運行管理システムとの連接（飛行位置
情報の取得）

■ 無人航空機の運用詳細化検討
■ 輸送形態及び郵便物（荷物）の授受方

法の検証
■ 長距離飛行の検証
■ 様々な気象条件下でのドローンの運用

の検証
■ 無人陸上車両運用検討書
■ 中間報告書
■ 最終報告書

　無人機による無人配送が実現すると、
浜通り地域での新たな雇用の創出や地元
企業の売上拡大が見込まれます。また、
高齢化、人口減少及び労働人口減少の環
境下においても、現行と同等レベルの配
送サービス継続が可能となります。
■無人機の維持・保守等の委託　
⇒ 地元企業における雇用の創出・売上拡

大が見込まれます。
⇒ ロボット分野における産業の集積と、

人材育成の拡大が見込まれます。
■買物支援　
⇒ 物流困難者への配送が可能になり、小売

業者との協業により利便性が高まります。
⇒ 利便性向上により新たな人口の増加が

見込まれます。

①ドローン
■ 長距離通信技術の実用化検証 (LTE、920MHz

リピータ )
■ 個別住宅向けのマーカー及びテザーの連携シ

ステムの検証
■ 他事業者の無人機及び有人機とのコンフリク

ト回避の検証
■ 適用地拡大に向けた、候補地と効果の調査
② 配送ロボット
■ 早期実用化を目指す配送領域の設定
■ 業務要件及びロボット要件の定義
■ 私有地内での実証実験による実現可能性の検証

①ドローン
郵便局間配送
■ 郵便局間は地域によるものの、約 5km 以上の距離のものが多く、ド

ローンに置き換えるためには目視外飛行を実施する必要があります。
また、ドローンの飛行ルート上（特に郵便局周辺）には、民家が多
いです。これらに鑑みると、大きく「長距離通信技術」及び「安全
性技術」の検証が、実用化に向けて重要な要素となります。

個別住宅の配送
■ 本事業では、浜通り地区における個別住宅への配送業務をドローン

に置き換えるための事業化実証を行います。
■ 浜通り地区においては、現在、配送を実施していない郵便局が多く

存在し、非効率的な運用になっている地域が存在します。また、ド
ローンを民家の上空に飛行させることに加えて、民家に安全・正確
に郵便物等を届けさせる必要があります。これらを実現するために
は、大きく「ピンポイント配送」及び「個別住宅向けの配送インフラ」
が重要な要素であります。

②配送ロボット
　社会インフラである郵便・宅配サービスの持続的提供と福島県浜通
り地域の産業復興のため、配送ロボットによる無人配送の実用化を検
証することを目的とし、実用化を支える配送ロボットの要件、業務運
用を定義、検証及び実証実験を行います。

　技術の進化にともない、様々な場面でロボット
を活用した社会課題の解決が検討されています。
この背景の下、配送現場における人手不足を解
消し、将来にわたって社会インフラである郵便・
宅配サービスを継続的に提供することを目的に、
無人配送の早期実用化に向けた検証を行います。

配送業務の高度化に向けた無人機活用検証

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市、浪江町

①ドローン：郵便局間及び個宅の配送に必要な通信及び配送技術の検証
② 配送ロボット：早期実用化領域の検討、業務要件やロボットの要件の整理及び実証実験
③ 統合配送管理：2020 年度までに検証
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　南相馬市をはじめ浜通り地域は
フィールドでのロボット実証実験
を非常にやりやすくとても感謝し
ています。また私たちはロボット
技術の実用化・事業化において、
実証実験を高頻度に積み重ねてい

くことが重要と考えています。こういった開発を
一緒に進められる連携を期待するとともに、浜通
り地域の一員として浜通り地域の復興、そしてそ
の先にある可能性に満ちた未来の実現に、新規産
業であるロボット技術を通じ貢献していきたいと
考えています。

株式会社スペースエンター
テインメントラボラトリー

代表取締役
金田 政太

■ 飛行艇型ドローン設計検討用試作機の
製造と実証実験を完了しました。また
本結果を反映した機体設計が完了して
おり、次年度以降は設計をもとに機体
の製造を開始することが可能です。

■ 飛行艇型ドローンの運用を想定した地
上局システムの開発が完了しました。
本システムを活用することにより、飛
行艇型ドローンが完成した際に、その
高い飛行性能を最大限に活かし運用す
ることが可能になります。

　従来の弊社社員に加えて、2025 年度
までに 25 名の雇用を想定しています。
浜通り地域にて製品の製造を行います。
また、本システムを使ったサービスを提
供するにあたり、システムの運用人材を
採用・オペレーターとして育成を行い、
サービスの現場での活躍が見込まれま
す。これらを推進していく中で、浜通り
地域での新しい産業と雇用の創出を実現
する事が可能です。

■ 南相馬市をはじめとする浜通り地域を
拠点に 2021 年度までの実用化を目
指します。

■ 技術的な特徴を活かし防災分野、捜索
救助分野、水産分野を中心に事業化を
目指します。

　長時間・長距離の運用が可能で、日本国内で地理的に恵まれている水域を使い
安全に発着ができる、船と飛行機の二つの機能を持つ飛行艇型ドローンを開発
し、ドローンやロボット産業の裾野を広げます。

開発技術の先進性
■ 回転翼機では実現できない、長距離・長時間運用が可能な飛行性能を有します。
■ 第三者や人工物の少ない河川や湖、海など安全な水上で離着陸（離着水）を行

います。
■ 海上での使用までを想定した高い耐環境性能を有し、天候など幅広い条件での

運用に対応します。
■ 空中から地面や水

面を観測するだけ
でなく、船型ドロー
ンのように水面か
ら水中を観測する
ことが可能です。

■ 既存のドローンは航続時間・航続距離
が短く、用途によって改善が求められ
ています。

■ 上記の課題に対しては飛行の効率が良
い固定翼型ドローンの活用が一つの解
決策となるが、日本国内においては固
定翼型ドローンが安全に離着陸できる
平坦で広いエリアを確保するのは難し
いです。

水上での離着水及び航行が可能な
長距離運用無人航空機システムの開発

実施期間：2018年度～ 2020 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市

　河川や湖、海など第三者や人工物が少ない安全な水上で発着を行える固定翼を有する飛行艇型ドローンと、そ
の高い飛行性能（長距離、長時間、高速）を最大限に活かし運用が可能な地上局をはじめとする無人航空機シス
テムの開発をおこないます。

株式会社スペースエンターテインメントラボラトリー

2018年度開始
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




